
地

.球

節
十
八
怨

で
は
此
を
｢
更
新
｣
と
謬
し
て
華
は

用
以て
ゐ
る
が
良

い

葦
と
日
ふ
わ
け
に

ゆ
か
ぬ
｡
プ
ラ
イ
ス
ト
シ
ー

ン
は
ラ

イ

ユ
ル

の
原
定
義
に
よ
少
彼
の
新
鮮
新
で
第

三
紀
は
含

ま
し
め

で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
後
世
に
此
中
に
人
粗

の
遺
跡
が
凝
児
ru
れ
た
し
､
ま
ね
氷
河
の
あ
っ
た
軍
か

ら
姉
三
配
よ
-
離
し
て
､
現
世
と
共
に
第
四
紀
は
入
れ

る
戒
に
鼻

っ
て
凍
て
ゐ
る
｡
ラ
イ

エ
ル
の
著
事
の
中
敢

79
重
要
在
る
プ
リ
ン
シ
プ
ル
初
版
､
三
版
､

エ
レ
メ
ソ

ッ
初
版
､
俳
評
を
讃
ん
で
右

の
棟
を
轟
は
乗
が
付

い
た

節
四
娩

]六
〇

四
〇

の
で
備
忘
疎

む
公
開
す
る
串
は
し
た
｡
T特
に
注
意
を
嬰

す
る
の
は
プ
ラ
イ
ス
シ
ー
ン
の
定
義
で
あ
る
｡

シ
シ
タ

ー
島
の
模
式
新
鮮
新
は
後
世
に
S
icitian

の
階
名
の
模

式
と
在
っ
て
ゐ
る
.
即
ち
今
旦

示
ふ
プ
ラ
イ
ス
J･
シ
ー

ン
の
最
下
部
で
あ
ヵ
､
人
は
よ
カ
プ
ラ
イ
オ
シ
ー
ン
最

上
部
と
す
る
｡
有
名
在
る
教
科
輩
は
プ
ラ
イ

ス
ト
シ
ー

ン
h
lラ
イ

エ
γ
の
ポ
ス
ト
プ
ラ
イ
オ
シ
ー

ン
と
混
同
し

た
も
の
が
少
-
な

い
｡

石
狩
漠
田
に
於
け
る
米
機
衆
落
構
造

(

一
)

山

口

禰

一

那

1
'
緒

こ
､
石
狩
の
細
折
的
何
位

(
こ
淡
慣

(
二
)
川
…次
発

(
凹
)
地
排
的
位
紀

三
､
…加
硫

の
分
神
と
交

迎
路
と
の
脚
僻

(
≡
)
地
産
兜

田
､
･:次
碗
淡
路
柿
成

(
こ
淡
碑
の
開
発
と
誰
鰐
の
占
肘

(
二
)
人
口
柵
成

(
≡
)
淡
砥
町
の
形
態

(
凹
)
印
桝
性

..B
､
抑

諭



｢

緒

吾

北
は
余
は

｢常
磐
炭
田
に
放
け
る
炭
磯
衆
落
構
成
｣

(
地
撃
難
誌
昭
和
六
年

一
月

二
二
.q
)在
る
小
猫
&
.聴
表

し
た
｡
昨
夏
北
海
道
､
樺
太
に
渡
る
の
磯
を
縛
で
東
北

帝
大
講
師
田
中
館
秀
三
氏
の
勧
め
に
よ
-
石
狩
炭
田
は

於
け
る
炭
磯
栄
路
の
調
査
HLJ試
み
た
｡
本
第
は
そ
の
際

の
踏
査
融
蝕
と
そ
の
後
の
研
究
に
よ
る
考
察
を
述
べ
た

も
の
で
あ
る
｡

こ
､
石
碑
炭
の
経
済
的
僧
侶

石
炭
の
慨
倍
は
主
に
(
一
)泉
質
､
(
二
)出
淡
畳
､

(
≡
)
生
産
費
､
(
四
)莱
H
の
地
排
的
位
置
等
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
る
｡

(
〟
)次
贋

概
ね
優
秀
を
理
育
炭
で
美
唄
'
幾
春
別

及
寮
川
よ
-
の
も
の
は
不
粘
結
性
'
他
は
粘
結
性
な
79

の
多
-
､
瓦
斯
製

造
用
と
L
ltJ
の
輩
個
が
殊
に
高
い
｡
潜

熱
畳
は
常
磐
炭
の
五
､
五
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
､
釧
路
泉
六
､

五
〇
〇
Lヵ
ロ
リ
ー
P
筑
紫
淡
雪

0
0
0
カ
ロ
リ
ー
に
封

し
て
夕
張
淡
は
七

二
二
〇
〇
カ

ロ
リ
ー
を
も
っ
て
ゐ
る

石
狩
決
別
に
於
け
る
炭
硫
発
給
柵
成

(
二
)粗
放
畳

石
狩
荻
川
の
出
炭
蕊
は
北
渥
道
に
於

け
る
出
炭
塵
の
約
九
割
を
占
め
て
ゐ
る
｡
昭
利
元
年
度

に
放
け
る
北
海
道
の
出
放
漫
は
五
ー
九
〇
五
､九
八

1
噸

で
本
邦
の
同
年
度
出
炭
畳
三

二
四
二
六
p
五
凹
九
噸
の

一
割
九
分
鍋
は
相
皆
す
る
｡
筑
豊
炎
の
約
五
割
六
分
に

は
到
底
及
ぼ
を

い
が
常
磐
浜
の
約
七
分
よ
与
は
造
か
に

多
上

面
か
も
大
正
元
年
に
於
で
は
北
梅
道
の
鋸
産
額

が
本
邦
の
僅
か
に
七
分
四
取
は
過
ぎ
ず
､
大
正

一
〇
年

度
に
於
て

一
割
七
厩
に
上
少
rB
に
昭
型

1年
度
に
於
で

1
割
四
分
入
国
に
連
し
た
｡
内
約
九
割

一
介
が
石
茨
在

る
を
み
れ
ば
出
炭
畳
の
躍
進
坂
は
精
々
と
79
す
れ
ば
遅

滞
勝
夜
筑
豊
汲
､
常
磐
炭
に
此
し
賂
裸
に
期
待
す
る
も

の
が
大
n
J
い
と
言
は
ぬ
ば
な
ら
ぬ
.

(
≡
)
生
産
塑

石
狩

一
噸
督
-
の
r金
利
償
却
を
含
ま

な

い
壁
度
数
は
約
五

二
ハ
○
園
で
筑
豊
茨
､
常
磐
炭
の

夫
々
約
六

･
五
〇
園
に
対
し
て
童
か
ほ
低
廉
で
あ
る
｡

石
狩
泉
田
は
於
で
は
採
炭
個
所
水
準
以
上
で
採
次
使

件
良
好
在
る
力
め
横
山
を
要
せ
ず
坑
夫

1
人
替
わ
出
炭

畳
は
洗
内
夫
に
於
で

二
五
四
噸
､
坑
外
夫
は
於
で
二
･

六
〇
噸
｡
之
れ
を
筑
豊
の
坑
内
夫

一
人
督
少
〇
･九

一
噸

]IJJ

四

1



地

球

約
十
八
令

坑
外
夫

二
三

山
嘱
､
常
磐
の
坑
内
夫

一
人
懲
ら
〇
･九

一
順
.
坑
外
夫

二

五
六
噸
ほ
此
す
れ
ば
約
二
倍
は
朴

歯
し
て
ゐ
る
｡
設
備
は
勿
論
大
規
模
で
機
械
む
利
用
す

る
事
多
-
'
粗
放

1
噸
鎗
わ
起
業
費
に
於
で
は
常
磐
､

九
州
に
此
し
約
二
槽
を
投
じ
て
居
る
が
逓
葉
栗
の
金
利

償
却
を
見
込
ま
を

S,石
狩
茨
の
坦
冗
鐘
産
糞
は
勝
銀
む

婁
す
る
所
少
を

レ.
食
め
他
淡
は
比
し
て
著
し
く
低
廉
な

る
を
知
る
部
が
出
凍
る
.

(
四
)地
糊
的
位
置

現
在
石
狩
炭
E=
ほ
放
て
泉
質
の

優
秀
な
る
に
も
拘
は
ら
ず
痛
切
に
戚
ず
る
問
題
は
本
邦

に
於
け
る
中
央
市
場
よ
り
北
帰
し
七
両
か
79
積
出
港
を

小
樽
よ
み
す
る
も
､
室
蘭
よ
み
す
る
も
汽
車
運
賃
に
於

で
既
は
筑
豊
淡
､
唐
津
泉
は
此
し
噸
常
-,J
t
｡
五
〇
園

内
外
不
利
の
地
棟
は
あ
る
事
で
あ
る
｡

室
蘭
及
び
小
樽
の
石
狩
淡
積
出
港
と
し
て
の
得
失
は

特
は
輩
を
設
け
て
論
述
す
る
が
田
淡
畳
の
約
四
割
三
分

を
内
地
は
移
送
す
る
現
状
は
あ
っ
て
は
筑
豊
次
の
産
地

積
出
港
若
松
間
の
平
均
距
離
二
七
哩
'
賃
率

二

一
〇

間
に
射
し
'
石
狩
淡
の
平
均
八
五
哩
'
二

二
二
〇
囲
､

販
路
を
横
滑

と

し

て
昭
和
二
年
度
運
賃
若
於
港
よ
-

妨
凹
排

六
二

糊
二

二
四
三
園
に
此
し
室
蘭
よ
･2二

･先
入
図
㌧
小
樽
よ
-

は
二

･
〇
八
闇
に
な
る
0
線
諸
掛
よ
-
み
る
ほ
到
底
筑

豊
炭
は
及
ば
な

い
｡

然
し
嘗
て
船
賃
の
高
騰
時
代
在
る
大
iE
七
年
に
は
小

楯
棟
藩
間
噸
歯
ら
九
･二
二
附
せ
し
も
の
が
､
亨

四
九

圃
(
大
正
八
年
)
四
･
〇
三
園
(
大
正
九
年
)
二
二
一〇
圃

(
大
正

一
〇
年
)
二
･六
五
聞
(
大
正

二

年
)
二
｡八
八
回

(
大
正

一
二
年
)
二
･
三
〇
回
(
大
正

一
四
年
)
l
･九
韮
闘

(
昭
和
元
年
)
二
･〇
八
囲
(
昭
和
二
年
〕
㌻
七
〇
閲
(
昭

利
三
年
八
月
中
旬
)と
漸
減
の
状
態
に
あ
-
'
小
樽
及
び

室
蘭
の
石
淡
用
高
架
桟
橋
完
成
以
魂
の
酵
舟
稀
取
は
要

す
る
壁
用
噸
脅
ら
〇
･九
七
囲
乃
至

二

四
六
樹
が
〇
･

二
三
回
至
〇

･
八
三
園
に
減
じ
炭
質
の
優
秀
と
利
待
っ

て
既
は
阪
榊
､
山
陰
地
方
は
迄
進
出
し
て
ゐ
る
｡

北
海
道
茨
の
旧
都
二
年
度
に
於
け
る
需
要
別
嵩
は
次

の
如
く
で
あ
る
｡

内
地
移

送

市

外

閥

醗

川口

市

内

外
船
舶
焚
料

紙

迎
背

約
:.E
甘川

二
㌧七
八
二
㌧七
〇
六
暇
(四
割
三
分
弱
)

八
三
'六
三
1

二
二
:<
九
､三
五
四

三
八
六
'六
七
七

(
1
分
三
頗
舶
)

(
一別
九
分
狐
)

(ij.分
九
臨
狐
)



氾

内

約

典

･:i.;

二
九

1
0
'
二
九
七

(
二
割
九
分
舶
)

JI

六
'糊
二
二
㌧
六
六
五

内
地

に
於
け
る
滑
衆

地

は
京
洛

地

方
を
筆
班
と
し
東

北
､
北
陸
､
伊
勢
潜
岸
､
阪
醐
地
方
で
そ
の
他
樺
太
万

両
に
及
ぶ
概
数
は
次
の
如
-
で
あ
る
｡

茶

粥

地

方

淡

北

地

方

北

陸

地

方

仰

数
瞬
揮

地
方

阪

紳

地

方

神

大

地

方

山

陰

地

方

其

他

二

一
六
六
'
0
0
0
噸

六
二
七
'
0
0
0

凹

1
0
､
0
0
〇

三
一

八'
0
0
〇

二
〇
三
'
0
0
0

灼
滋
'
〇
〇
〇

九
'
〇
〇
〇

四
㌧
0
0
0

三
､
炭
磯

の
分
布
と
交
通
路
と
の
関
係

現
在
石
狩
淡
の
約
六
割
以
上
は
港
よ
少
精
粗
さ
れ
て

ゐ
る
｡
石
狩
炭
田
よ
ら
略
々
等
距
離
の
位
置
に
石
炭
積

出
港
と
し
て
の
設
備
の
完
成
rb
れ
ね
室
蘭
港
及
び
小
樽

港
が
あ
-
､
地
道
と
連
絡
し
て
そ
れ
等
の
石
淡
を
夫
々

の
需
婁
地
に
向
っ
て
積
出
し
て
ゐ
る
｡

室
蘭
港
及
び
小
樽
港
の
石
炭
積
込
邦
高
架
機
橋
は
本

邦
は
於
て
こ
の
二
港
に
限
ら
れ
る
大
規
模
な
も
の
で

一

桁
狩
･:#
川
に
於
け
る
親
戚
媒
箔
柵
成

ヶ
年
の
積
込
能
力
夫
々
的
二
､
七
C
〇
.
〇
〇
〇
噸
に
達

す
る
O
積
込
の
方
法
に
は
(
イ
)高
雅
桟
橋
直
積
､
(
ロ
)

貯
炭
場
釦
宥
淡
押
上
の
上

高
架
精
､
(
こ
沖
荷
の
三
方

法
が
あ
る
｡
高
光
直
積
の
場
合
は
噸
骨
-
〇

･
三
〇
排

押
上
高
架
積
の
場
合
は
○

｡
七
〇
聞
内
外
､
沖
積
の
場

合
は
'

-二

〇
〇
囲

以
上
を
要
す
る
｡
大
健
室
蘭
の
平

均
積
込
賃
は
'
〇
･
七
〇
圃
内
外
'
小
樽
の
積
込
賃
は

〇

･
八
〇
圃
内
外
で
あ
る
｡
船
運
賃
の
閥
係
よ
-
み
る

と
室
蘭
､
横
潜
の

二

五
入
園
に
封
し
て
小
樽
'
横
横

間
二
･
∩
入
園
な
る
加
-
'
室
蘭
港
鵜
出
炭
が
表
日
本

に
向
ふ
け
封
し
､
小
樽
港
精
出
淡
は
､
概
し
て
惑
日
本

に
販
路
を
7P
つ

てゐ
る
.

各
汲
磯
が
室
蘭
港
及
び
小
樽
港
の
何
れ
を
門
戸
と
す

る
か
の
輔
係
は
主
に
販
路
と
各
汲
噸
よ
か
室
蘭
及
び
小

樽

へ
の
銭
道
距
離
及
び
運
賃
は
闘
係
す
る
｡

各
洗
場
よ
り
積
出
地
ま
で
の
距
離
'
運
賃
は
攻
の
如

-
で
あ
る
｡

当ミ

強
(.･3即

夕

舵

rlrll
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望 藁
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下

に

O
を
附

し
た
は
韻

湖
の

方

･:･切付
な

る
も
の

概
し
て
精
粗
港
ま
で
の
運
賃
低
廉
な
る
方
を
廻
送
yT,

れ
る
が
食
酢
の
特
殊
奥
酌
､
需
要
地
と
の
闘
係
等
ほ
よ

み
之
等
ほ

従
は
ざ
る
場
合
も
あ
り
､
上
砂
川
'
歌
志
内

榊
威
磯
輝
の
79
の
は
留
新

港

へ
の
運
賃
前
二
港
よ
カ
低

廉
な
る
等
正
し
-
二
港
の
勢
力
範
囲
NLJ限
定
す
る
都
は

困
難
で
あ
る
｡

四
'
炭
魂
繋
落
構
成

(
こ
洗
場
の
開
教
と
米
州掛
の
古
層

(
イ
)炭
層
の
構
造

･
分
布
｡
北
海
道
の
脊
梁
山
脈

は
商
は
旦
向
､
十
勝
の
圃
境
か
ら
北
枝
串
は
貫
け
る
も

の
と
､
そ
の
西
は
並
走
す
る
南
新
冠
岩
知
志
よ
や
大
夕

張
岳
･芦
別
岳
･紳
威
京
樽
を
渉
-
雨
龍
州
の
兼
岸
を
通



っ
て
問
避
別
叉
は
読
谷
は
賞
け
る

完
仰
の
二
大
触
曲
朝

よ
¢
成
っ
て
ゐ
る
｡
後
者
の
勧
曲
射
は
中
英
は
秩
父
i;

基
層
が
あ
-
､
西
部
は
漸
次
自
軍
配
暦
･姉
三
配
暦
｡第

四
配
厨
と
推
移
す
る
を
常
態
と
す
る
｡
爽
表
層
は
下
部

第
三
暦
で
主
要
な
る
炭
層
は
三
層
群
あ
-
､
乾
は
最
下

部
に
寮
川
果
樹
が
あ
る
｡

第
三
紀
層
の
分
類
は
次
の
如
く
で
あ
る
｡

下
部
第
三
紀
暦

(炎
火
暦
)

発

川

爽

寂

静

(
溌
川
･:次
僻
)

ノ

幌

加

別

修

夕

張

火

=.
i
S

辱

(
下

肝
)

若

鍋

厨

弟

=:
I.
火

:.E

層

(
申

府
)

半

歯

砂

い肘
府

.
.

.

.1

･:I
,

...
.

..=･
･.
;

･･
=
･･

中
部

第
三
紀
暦

幌
内
層

紅
紫
山
中
川
胎

川
端
府

上
部

第

三
紀

層

氾
分
櫛

地
層
の
分

布
状
態
は
成
鎮
静
時
の
地
形
に
腰
じ

て必

ず
し
盈

亭
全
で
夜
-
､
夕
張
地
方
に
は
殆
A
ど
余
部
揃

ポ
狩
:.AJ
M
に
於
け
る
=.AJ硫
姫
路
構
成

っ
て
ゐ
る
が
南
は
行
-
ほ
従
っ
て
凡
て
の
爽
炭
層
を
漸

次
上
部
よ
-
失
以
翠
川
は
於
て
は
登
州
英
次
層
の
み
を

称
す
る
.
北
部
暴
知
方
面
に
於
て
は
凡
で
の
地
層
が
非

常
に
厚
-
衣
-
'
泉
暦
の
数
を

噂加
L
t
美
唄
は
夕
張

淡
m
ほ
て
は
不
縁
行
な
-
し
も
の
も
稼
行
に
耐

へ
で
ゐ

る
〇･I..=.:･:]･JH

7
'+:･.･(曲
･･這
｡
･J
i｡j･.'･･t∵

'
=∫
･I
,.=･.;=l:
;
･:･山

ぅ
な
形
を
量
し
て
両
肩
降
ら
の
波
状
を
諸
塵
は
形
造
-

波
状
の
移
る
魔
に
は
大
抵
逆
断
層
が
適
っ
て
ゐ
る
｡
さ

れ
ば
常
粟
第
三
紀
層
の

一
定
の
傾
斜
を
も
つ
無
鮎
曲
の

構
造
地
昔
と
異
な
-
､

一
皮
隠
れ
た
炭
層
も
他
の
榊
に

於
で
蘇
れ
る
雄
が
あ
-
､
淡
堀
の
分
布
が
或
る
鮎
曲
軸

に
並
行
す
る
と
共
に
'
鮎
曲
軸
は
候
角
ほ
変
る
地
帯
に

も
略
々
同
様
の
採
炭
修
件
を
具
ふ
る
炭
磯
の
磯
連
を
み

る
事
が
出
来
る
.
然
し
仝
泉
田
を
組
合
す
れ
ば
大
敵
曲

軸
に
添
ふ
東
郷
は
下
部
が
聴
達
し
､
上
部
は
漸
次
閣
部

に
移
る
傾
向
が
あ
る
故
は
､
後
述
す
る
如
-
現
在
の
未

だ
棟
数
状
態
の
批
年
に
通
し
た
る
や
否
や
の
優
雅
在
る

時
に
は
炭
硯
の
固
漸
性
が
著
し
-
顕
れ
な

い
が
賂
雄
は

淡
鳳
分
布
が
或
る

一
定
の
方
向
は
汲
礁
計
痴

移
せ
L
U

7.人
EJ

川

:i



地

球

節
十
八
容

べ
き
も
の
と
皿
は
れ
る
｡

(
こ
淡
楓
の
閉
凝

石
狩
次

代の
閏
磯
は
筑
豊
､

常
磐
の
淡
閏
に
此
し
北
偏
の
地
は

ある
と
'
主
と
し
て

内
地
よ
り
の
移
民
は
よ
る
開
磯
の
為
め
後
れ
て
ゐ
る
｡

明
治
以
前
は
於
て
既
は
存
在
を
知
ら
れ
ね
と
言
ふ
も
乱

錐
に
徴
す
べ
き
も
の
な
-
､
明
治
六
年
二
月
よ
-
北
梅

泣
開
拓
使
廠

婿
地
質
躯
物
聾
者
米
人
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
･

ス
ミ
ス
‥
ブ
イ
マ
ン
氏
が
約
三
ヶ
年
灸
道
の
地
質
調
賓

を
蓬
げ
で
よ
-
開
発
の
楯
に
着
け
る
79
の
と
言
以
得
る

明
治

1
0
年

〓

l月
泉
質
の
優
秀
な
る
炭
層
の
仲
間

桝
減
免
の
賓
地
調
査
､
運
故
地
造
敷
設
の
設
計
等
研
究

の
結
基
幌
内
坊
を
開
掘
す
る
件
講
決
さ
れ
'
同

<t
二
年

二
月
鋸
山
師
米
人
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド

･
'ln
ク
ジ
ョ
ー
氏
頻

出
監
樫
に
任
ぜ
ら
れ
p
枕
夫
翫

エ
ド
ワ
ー
ド
･
バ
レ
ー
､

エ
ツ
ネ
｡
ク
ク
ス
両
氏
を
雇
入
れ
､
北
泥
道
開
拓
位
魔
の

手
に
よ
白
骨

業
と
し
て
大
洗
道
の
開
先
に
着
手
し
た
0

同
時
は
瀧

ノ
浬
及
び
本
韓
露
頭
よ
少
数
修
の
坑
道
を
穿

ち
同

一
五
年
春
採
炭
準
備
､幌
内
､
手
宮
(
小
樽
港
)
間
銭

道
開
通
､
翌

11
六
年
款
愈
々
採
炭
.搬
出
を
開
始
し
た
｡

縛

い
て
幌
内
の
束
北
な
る
光
春
別
既
が
明
治

一
八
年

解

凹

紀

元

六

四
六

六
月
農
商
務
省
の
手
に
J･言

開
珠
着
手
ー
中
途
は
工
事

中
止
等
の
事
情
は
あ
っ
光
が
幌
内
と
並
ん
で
石
狩
汲
関

の
略
々
中
央
部
､
而
か
も
小
楯
港
搬
出
の
最
知
距
離
は

先
づ
搬
出
準
備
の
繊
濫
開
通
は
依
っ
て
採
炭
が
開
始
さ

れ
た
事
は
､
調
査
の
容
易
も
あ
っ
敦
が
敢
初
よ
か
石
狩

汲
刑
の
石
淡
が
内
地
搬
出
の
目
的
で
あ
っ
た
事
が
う
な

づ
か
れ
る
｡

相
は
rJ
j
に
注
意
す
べ
9
,は
別
治

一
五
年
幌
内
､
平

常
間
の
戴
遣
開
通
は
革
は
簸
川
閏
巻
上
の
み
な
ら
ず
石

狩
中
野
開
拓
の
端
を
開
き
､
賂
塞
戟
遣
敷
設
の
楯
を
作

ら
し
も
の
で
､
北
梅
迫

開
拓
上
罫
硯
す
べ
き
事
で
あ
る

次

い
で
明
治
二
二
年
は

l
大
飛
躍
の
年
で
あ
ら
､
北

に
益
知
炭
坑
の
調
奪
､
商
に
夕
張
炭
坑
の
開
坑
着
手
'

石
狩
炭
田
の
雄
､
北
極
遺
汲
槻
地
道
株
式
食
酢

(
現
在

の
北
梅
造
次
槻
汽
船
株
式
食
酢
)
設
立
等
あ
-
,同
二
五

年
岩
見
韓
､
室
蘭
間
の
地
道
開
通
し
て
南
部
炭
田
の
門

戸
が
室
蘭
は
開
け
､
同
年
又
岩
見
韓

･
砂
川
間
'境
知
｡

暴
知
太
開
城
鑑
開
通
､
石
狩
炭
田
の
陣
容
が
基
つ
ね
｡

然
し
著
し

dlJ磯
展
)<ttみ
た
の
は

日露
載
軍
前
後
よ
-

で
あ
-
､
急

に
活
気
数
量
し
た
本

邦
羅
酒
界
に
乗
-
班



し
て
三
五
年
弁
別
銑
ー
三
七
年
新
夕
張
洗
､
三
八
年
泉

谷
地
妹
､
常
牛
坊
､
歌
志
内
洗
､
店
枚
塊
､
三
九
年
大

夕
張
洗
開
抗
L
も
北
海
道
洗
場
汽
鼎
食
酢
に
頂

い
て
三

菱
'
三
井
､
大
倉
等
の
財
閥
が
夫
々
大
資
本
を
殻
じ
て

開
掘
を
始
め
現
在
約
二
五
の
主
在
る
炭
磯
が
あ
る
｡

(
Jl
)炭
磯
骨
配
の
設
立
と
炭
槻
町
の
雄
健
｡
石
狩

平
野
の
基
部
を
限
る
即
ち
石
狩
山
地
の
閣
聡
を
切
る
大

構
造
線
は
封
し
て
略
々
衝
動
に
変
る
河
谷
が
石
狩
放
円

の
貌
磯
地
帯
で
あ
る
｡
批
年
的
ほ
開
析
さ
れ
た
河
谷
は

多
-
露
頭
が
あ
-
疎
放
は
容
易
で
あ
る
朋
か
ら
河
谷
に

附
ふ
て
運
炭
の
政
道
を
敷
設
し
､
谷
の
終
鮎
は
近
-
炭

硬

骨
配
の
設
立
を
み
る
の
が
常
態
で
あ
る
｡
ペ

ン
ケ
州

間

石
狩
…秋
川
に
於
け
る
…次
磯
雅
称
柵
成



地

球

節
十
八
怨

の
谷
の
終
期
は
塞
知
､上
歌
志
内
磯
が
あ
-
､
引
き
頂
き

関
北
'
歌
志
内
､
文
珠
等
の
炭
磯
が
そ
の
谷
宋
落
と
し

て
蟹
逢
し
た
｡
ペ
ン
ケ
州
の
谷
の
終
鮎
に
新
歌
志
内
磯
p

谷
の
桐
々
騰
が
る
支
流
の
併
合
さ
れ
た
魔
に
砂
川
の
汲

磯
及
そ
れ
は
附
随
し
た
旋
礁
町
が
磯
逢
し
て
ゐ
る
｡
北
ハ

ほ
地
道
が
谷
を
走
ら
晩
舘
線
砂
川
輝
は
門
戸
を
捗

っ
｡

美
唄
川
の
谷
の
奥
に
美
唄
衆
機
､
蔑
春
別
川
に
北
よ

-
奔
別
州
の
併
合
さ
れ
る
所
に
蔑
春
別
汲
磯
､
同
じ
-

奔
別
川
の
終
鮎
は
奔
別
炭
磯
'
又
支
流
幌
内
川
の
谷
奥

は
本
炭
田
敢
初
の
開
磯
坑
な
る
幌
内
磯
が
あ
る
｡
淡
磯

食

配
及
び
硯
末
位
宅
の
占
居
に
よ
-
炭
堀
附
随
の
所
謂

汲
砺
町
は
採
炭
地
及
び
食
酢
､
磯
央
住
宅
よ
り
後
過
し

て
支
流
の
合
さ
る
段
丘
状

の
焼
場
を
利
用
す
る
も
の
多

-
光
春
別
､
幌
内
等
は
そ
れ
等
の
好
例
で
あ
る
｡

ムイ

頂

い
て
幌
向
川
の
谷
奥
に
商
学
淡
磯
'
夕
張
川
の
河

谷
に
本
数
日
の
,H
婁
な
る
炭
糠
で
あ
る
夕
張
槻
そ
の
他

が
あ
る
｡

夕
張
川
は
敢
初
縦
谷
と
し
て
甫
流
し
､
紅
葉
山
附
近

に
於
で
横
谷
を
在
し
酉
流
す
る
｡
主
な
る
支
流
は
志
幌

卸
別

川､
ワ
ッ
カ
ナ
/
べ
川
､
パ
ン
ケ
マ
ヤ
川
'
ホ
γ

妨
凹
娘

]一
(八

川
入

力
ク
ル
キ
川
等
で
夫
々
夕
張
､
若
鍋
'
泉
谷
地
'
寮
川

の
諮
磯

が
谷
の
奥
に
聡
達
し
'
本
流
を
上
れ
る
所
に
大

夕
張
磯
が
あ
る
｡

以
上
は
純
数
磯
党
群
で
常
磐
炭
附
等
に
見
る
如

き
在

兼
の
農
村
は
擬
化
を
及
ぼ
す
等
の
事
な
-
'
最
初

よ
ゎ

洗
場
衆
落
と
し
て
皆
地
鼎
に
占
属
し
､
以
後
の
開
拓
は

絶
て
洗
場
家
路
に
統
制
r
uれ
で
礎
達
し
で
凍
て
ゐ
る
.

(
二
)人
口
構
成

(
イ
)機
業
人
口
｡
現
在
石
狩
故
旧
の
主
な
る
炭
磯

を
含
む
町
村
は
夕
張
町
､
美
唄
町
､
砂
川
町
'
三
笠
山

村
p歌
志
内
柑
'
栄
耀
村
等
で
組
月
数
三

一
､
七
八
八
(
旧

都
四
年
)
中
約
七
割
以
上
が
機
業
月
数
で
あ
る
｡
U
L

qrT或
る
他
の
月
数
も
糠
業
に
靭
係
し
な

い
も
の
は
殆
ん

ど
な
-
､
総
じ
て
は
金
-
槻
業
に
依
っ
て
支
ら
れ
て
ゐ

る
町
村
と
も
言
以
得
る
｡
石
狩
炭
田
の
噸
英
数
正
三

一
､

二
四
八
人
(
昭
和
二
年
)
で
六
､
四
七
四
､
四
三
六
嘱
､
慣

衛
四
六
p
〇
七
九
'
三
三
九
園
の
有
数
が
採
掘
さ
れ
て
ゐ

る
｡
之
れ
を
他
の
教
場
地
方
は
比
校
す
れ
ば
次
の
如
き

統
計
が
来
れ
て
凍
る
｡

(町
野
信
1
氏
｢種
火
の
市
川hJ紙
業
と
姉
托
L
に
依
る
)
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瓢
1

表
中
人
目
と
は
非
の
:.粥
川
地
域
内
に
於
け
る

･試
射
淡
棟
に
伐
り

て
形
成
せ
ら
れ
た
る
榔
巳
の
み
の
人
口
の
卿
で
'
中
川
･:慧
北
と
は

･:#
;
地
域
内
に
於
け
る
虫
鮮
淡
魂

の
坤
川
･:票
地
の
利
で
あ
る
｡

之
れ

ほ

依

っ

て

み

る

に

一
〇

〇

肝

督

-

人

目

は

撫

順

石
狩
淡
川
に
於
け
る
叫&'繊
流
路
構
成

樺
太
ー
長
崎
地
方
よ
-
は
多
-
ー
常
磐

地
方

(
野
間
村

内
郷
村
ー
湯
本
町
の

一
町
ニ
ケ
村
に
於

け
る
)
に
晴
々

似
王
湘
岡
､
佐
賀
､
宇
部
地
方
よ
-
は
少
で
あ
る
｡
之

れ
は
洗
場
は
放
け
る
疎
放
の
難
易
､
磯
夫
の
能
率
及
び

土
地
の
状
況
等
は
原
因
し
て
ゐ
る
と
み
ら
れ
る
｡
触

る

ほ
金
輝
夫

7
人

1
年
営
み
的
炭
塵
は
樺
太
は
次
ぎ
他
を

遥
か
に
凌

い
で
ゐ
る
.

之
れ
は
石
狩
淡
田
の
機
械
設
備

の
完
全
､
稼
行
の
.容
易
'
磯
夫
の
Ⅲ
炭
能
率
の
良
好
を

る
堅

ポ
す
も
の
と
観
察
さ
れ
る
｡

(
p
)人
口
の
移
動
性
｡
北
梅
遣
石
炭
機
業
骨
の
統

計
に
依
る
と
'
大
正
六
.
七
年
炭
磯
夫
平
均
移
動
率
は

一
〇
%
以
上
で
最

も
移
動
の
烈
し

い
四
､
五
月
頃
に
は

三

石

以
上
の
移
動
を
見
た
が
､
大
正
八
年
平
均
九

｡

八
%
同
九
年
八

･
五
%
同

一
〇
年
六

･
g
I
野
間

一
一
年

六

二
二
%
と
漸
次
遮
下
し
'
昭
和
二
年
は
於
tJ
は
僅
か

に
五

二

有

賀
ボ
し
､
移
動
季
節
を
る
四
.
五
月
に
於

て
79
硝
ほ
八
乃
至
六
%
を
出
夜

5'｡

斯
-
移
動
率
の
大
で
あ
っ
た
主
在
る
原
因
は
督
泉
田

に
は
些

光
輝
夫
乏
し
-
､
大
部
分
内
地
各
府
豚
及
び
朝

鮮
よ
-
寡
基
し
て
来
た
為
め
と
､
四
､
五
月
融
雪
期
は

二八山

川
九



地

球

節
十
八
懲

な
れ
ば
漁
業
そ
の
他
の
事
業
に
誘
引
n
･れ
穴
馬
め
で
あ

る
O
最
近
は
紅
紫
者
の
之
れ
が
防
止
は
封
す
る
努
力
と

他
地
方
の

一
般
不
況
に
対
し
/し
昏
炭
刑
が
確
賓
な
る
登

展
を
ホ
し
て
ゐ
る
等
の
為
め
は
固
定
す
る
腺
失
聴
加
し

む
し
ろ
九
州
方
面
の
大
正

一
〇
年
平
均
九

･
九
九
如
何

二

年
九

･
六
八
%
昭
和
二
年
七

･
一
%

(
筑
豊

石
炭

覇
業
組
合
月
報
に
櫨
る
)
は
比
し
て
温
か
に
低
下
の
状

態
は
あ
る
｡

之
等
磯
夫
の
移
動
は
よ
る
一
般
人
日
の
,移
動
状
態
は

金
炭
田
に
亘
っ
て
の
調
査
は
国
難
で
あ
る
が
余
の
夕
張

町
に
於
で
調
査

した
所
は
よ
る
と
昭
利
五
年
度
に
於
て

三

二

月
九
五
三
人
へ
全
人
口
五

1-
､
九
六
七
人
に
封

し
て

1
｡
八
%
に
過
ぎ
な
い
｡

1
股
に
移
入
人
口
が
多

-
移
出
人
口
は
移
入
人
口
の
約
三
%
で
あ
る
｡

磯
夫
が
主
と
し
て
何
凝
よ
少
移
入
し
て
凍
た
か
の
調

査
も
全
貌
相
は
亘
っ
て
は
困
難
で
あ
る
が
､
牝
梅
追
放

槻
汽
船
骨
配
は
属
す
る
硯
夫
九
.

一
四
C
人

に
就

い
て

調
べ
た
塵
に
よ
る
と
'
北
海
道
よ
-
は
二
､
五
五
七

人

二
八
%
に
過
ぎ
ず
東
北
六
順
は
敢
高
秋
閏
雁
の

一
､
五

九
六
人
最
低
も
浦
島
腺
の
四
二
二
人
に
達
し
計
四
､
四

袋
田
鍍

二
S.
I
C
L

五
〇

二

一
人
賓
に
四
八
%
を
炎
概
し
て
ゐ
る
｡

次
に
多

い
の

は
朝
鮮
の
四
七
八
人
及
び
新
潟
騒
三
三
五
人
､
石
川
櫛

二
四
四
人
'
宮
山
堀
二
八

一
人
で
北
陸
地
方
で
あ
る
｡

他
は
絶

て
1
C
)〇
人
未
満
で
ね
Zj

範
岡
は
蛮
-
童
幣
を

除
-
本

邦線
で
の
地
方
人
を
食
止
で
み
る
O

本
邦
の
あ
ら
ゆ
る
地
方
よ
-
移
入
し
て
ゐ
る
の
は
勿

論
北
海
道
が
内
地
移
民
に
依
っ
て
開
拓
誤
れ
夜
番
よ
か

推
察
出
凍
る
が
､
兼
北
人
及
び
北
陸
人
の
多
い
の
は
距

離
及
び
滞
雪
地
帯
の
人
口
移
出
性
と
も
言
ふ
べ
き
地
相

的
事
情
に
よ
る
危
め
で
あ
ら
う
｡

た
t/
現
在
本
邦
全
数
m
ほ
封
す
る
人
口
調
査
を
遂
げ

て
居
を
い
た
め
論
及
は
国
難
で
あ
る
が
常
磐
炭
m
町
村

に
此
し
て
戸
籍
両
の
移
入
人
口
少
を
-
､
本
籍
を
骨
炭

附
町
村
に
持
っ
て
凍
て
居
る
者
の
多

い
の
は
如
何
な
る

頂
園
に
よ
る
だ
ら
う
か
.
骨
融
の
移
動
引
止
め
政
策
効

を
葵
し
て
か
及
び
洗
場
の
登

展
期
は
あ
る
今
日
､
移
動

心
理
の
沈
静
を
意
味
す
る
か
で
あ
ら
し
い
｡

(
こ
年
齢
構
成
｡
歌
志
内
ー
童
知
磯
等
を
含
む
仝

人
口
の
約
八
割
ま
で
炭
槻
鼻
働
者
及
洗
場
役
員
の
占
め

る
歌
志
内
相
の

一
七
､
一
三
七
人
(
男
八
･八

一
八
女
人
p



三

仙
九
し
け
就

い
て
年
愉
構
成
を
調
査
し
た
桝
は
よ
る

と
こ
C
虚

頃
よ
-
四
〇
歳
頃
迄
の
人
口
が

1
五
歳
乃
至

二
〇
歳
頃
ま
で
の
人
口
に
此
し
て
精
々
大
な
る
観
を
量

し
､
所
謂
玉
葱
型
を

ホ
し
て
ゐ
る
事
は
他
の
衆
硯

は
見

ら
れ
る
と
同
じ
現
象
で
あ
る
｡
ね
iJ
北
甑
道
教
糠
汽
船

骨
動
機
夫

二

､
四
八
四
名
の
年
齢
構
成
NlJ考
察
す
る

ほ

常
磐
放
rLt
に
放
け
る
糠
充
の
三
〇
歳
よ
旦

二
五
歳
乃

至
I
C
歳
は
祭
る
敗
の
最
も
多

い
の
け
此
L
I
二
五
歳

よ
-
三
〇
歳
ま
で
の
堀
犬
が
特
に
多

V､
は
如
何
な
る
原

因
は
よ
る
で
あ
ら
う
か
｡
内
地
よ
-
移
民
し
た
砺
夫
の

此
政
的
若
-
､
常
磐
等
ほ
は
欄
々
批
年
者
が
多
-
基
る

薦
め
か
'
昔
年
堀
夫
が
此
棟
的
多

い
曹
淡
附
が

一
般
は

機
械
使
用
､
森
泉
能
率
と
粕
槻
し
て
賂
衆
の
考
究
す
べ

p
J好
題
で
あ
ら
う
｡
(未
完
)

地
名
の
地
理
学
的
考
察
と
そ
の

1
例

(吾

小

林

憎

一

郎

g
､
茂

之
は
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
三
養
基
の
村
名
が

一
個
あ
る

だ
け
で
あ
っ
た
｡
そ
れ
も
新
ら
し

い
も
の
で
あ
る
が
地

形
は
安
倍
で
あ
る
｡
藤
尾
城

(
‥筑
紫
氏
の
磐
城
)
及
九

千
部
山
の
聡
で
あ
る
｡
フ
.#
ト
の
語
原
は
就

い
て
は
九

モ
ト

千
部
の
修
は
各
せ
て
説
き
た

い
と
_;
S
ふ
｡
下

と
同
族
は

属
す
べ
き
性
質
と
恩
は
れ
る
が
､
熟
語
と
し
て
地
形
詞

の
中
に

入
れ
た
の
で
あ
る
｡
FJ
紅
に
似
た
79
.り
ほ
裾
と

地
名
の
地
別
解
的
考
察
と
そ
の
1
例

い
ふ
の
が
あ
る
｡
杵
島
の
宮
裾
の
如

き
で
あ
る
｡
下
の

部
は
放
か
な
か
っ
た
の
で
補
説
し
て

あ
く
0

フ
モ
ト
に
は
荷
地
形
を
離
れ
た
意
味
､
即
ち
府
本
が

あ
る
.
元
村
の
義
で
あ
る
が
､
フ
ィ
ー

ル
ド
に
は
そ
れ

ら
し

い
も
の
は
な
か
っ
た
｡

h
t
谷
1
-タ

ン
･
ヤ
･
ヤ
ツ

即
ち

一
般
に
も
谷
の
学
は
常
る
地
形
詞
は
乙
J

に
按

は
ふ
と
恩
ふ
.
凡
て
を
合
せ
て
三
十
七
あ
る
｡
中

､
背

元

一

fTT北
山


